
記者発表

MIEMIE 三重×見え
～三重県観光スポットの発信とマップ作成No.２～

◼ 地域貢献の活動を行っている私たちの団体では、三重県に訪れる若者や外国
人が少ないという地域の課題を解決するため、観光を盛り上げるために、この
プロジェクトを立ち上げました。

◼ 三重県にはどのような観光地があるのか調べ、実際に訪れて、SNS（インスタ
グラム）を通して発信しました。大学生目線のコメントや、統一感のある投稿、
音楽を入れるなど工夫をしました。

◼ 観光地で出会った地域の方々に、三重県の穴場スポットや観光発信についてイ
ンタビューを行いました。三重大生という立場だからこそ、本音で自然体のお
話を伺うことができたと感じました。

◼ 今年度の最重要目標として、デジタル観光マップの作成に取り組みました。学
生ブランドを生かし、外国人観光客に向けた情報発信になるよう試行錯誤して、
オリジナルのマップを作成しました。

＜本件に関するお問合せ＞
三重大学 三重創生ファンタジスタクラブ
TEL： 090-８０７９-０８２６
E-mail：224153@m.mie-u.ac.jp
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MIEMIEプロジェクト

発表者：三重大学 髙橋莉乃(2年) 平田玲央奈(2年) 伊藤秀真(1年) 

～三重県観光スポットの発信とマップ作成No.２～
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三重創生ファンタジスタクラブとは…

• “楽しい”をモットーに県内で地域貢献活動に従事する三重大学公認サークル

• 今年度で結成9年目で、現在122名所属している

• 三重県内のボランティア活動や学生主導型の活動によって地域貢献すること

を目指しており、イベントのボランティアスタッフやSNS･イベントの出店に

よる三重の魅力発信など多岐にわたって活動している。

• 活動の一つに三重の観光発信をするMIEMIEプロジェクト
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MIEMIEプロジェクトとは…

三重県の観光を盛り上げるために２０２５年に立ち上げた
三重の観光発信を目的とする”三重がみえる“観光プロジェクト

プロジェクトの概要
三重の観光地に訪れ、地域の方と交流、SNSを通じて発信、観光マップを作成
→三重の観光を盛り上げたい、地域活性化。
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活動立ち上げの背景・経緯

• 若者、外国人の

観光客が少ない

• 既存の観光発信は

ありきたり

• 地域への理解が浅い

• 観光客の増加

→地域振興

• オリジナルの発信の

仕方

• 学生ブランドを生か

した取り組み

課題 改善策
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今年度の目標

①地域の方との交流

②SNSでの情報発信

③デジタル観光マップの作成
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①観光先の方との交流

対象： ガイドの方や飲食店を運営する方など
内容： 知っている観光地をインタビュー、

ファンタジスタの紹介など

三重大生だからこそ、
地域の方と自然体で！！
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いただいた観光に対する情報や意見(抜粋)

・三重には全国に３つしか存在しない「ナローゲージ」が２つ存在し
(三岐鉄道北勢線と四日市あすなろう鉄道)、乗っているだけでも観光になるが、
通勤・通学が主な使用理由で、ほぼ地元の人しか知らない
➡その次の活動でナローゲージである北勢線を利用して観光スポット(金井神社)に行き、
インスタグラムで北勢線の魅力を発信

・ナガシマスパーランドやなばなの里をよく愛知県だと勘違いされるので、PRをどうにか

・桑名の石取祭は国指定重要無形民俗文化財かつユネスコ無形文化遺産であるにも関わらず、
知名度が低く地元民しか知らないので、県外の人にも知ってもらいたい

①県内プラネタリウムのボランティアの方々
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・東京に三重テラスというものがあり、三重の観光がまとまっており、
三重県の人がイベントに使えるスペースがある

・県庁の観光課と協力するとよいかも
➡三重観光連盟との連携

・観光地によってPRに差があり、県や各市町村の行政機関がもう少し発信に力を入れるべき
・インフルエンサーの方が分かりやすく広めてくれている

・観光を盛り上げるためには若者が観光に携わり頑張るしかない

・取材先農家のように半農業半観光のところの跡継ぎ問題が重要

③県内農家兼運営の方

②県内陶芸教室の方々
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②SNS(Instagram)で観光地を宣伝

• 3日に1回は投稿 音楽をつける
• フォーマットを作る→統一感
• 大学生目線のコメント→若者も興味を引く ※アカウントID：msfc_mie
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行った観光先の個数と
投稿数(資料作成時点)

インスタ投稿数：６３個
観光先の個数：１０９個

関宿、丸山千枚田、花の窟神社、頭之宮四方神社、ウミガメ公園、鬼ヶ城、本居宣長ノ
宮、松阪城跡、本居宣長記念館、高田本山専修寺、レッドヒルヒーサーの森、おやつタ
ウン、ルーブル彫刻美術館、偕楽公園、三重県総合博物館、伊勢神宮外宮、内宮、おか
げ横丁、いつきのみや歴史体験館、斎宮歴史博物館、斎宮跡、なばなの里、鈴鹿市伝統
産業会館、大観音寺、そらんぽ四日市、アクアイグニス、御在所岳、パラミタミュージ
アム、結城神社、九華公園、住吉神社、六華苑、諸戸氏庭園、桑名七里の渡し公園、伊
賀上野城、菅原神社、伊賀流忍者博物館、伊賀鉄道、諏訪神社、鵜の森公園、地場産み
え、四日市商店街、赤目四十八滝、赤目滝水族館、忍者の森、香落谷、青蓮寺湖、白藤
滝、モクモクファーム、青山高原、丸山城跡、金井神社、三崎跨線橋、四日市ポートビ
ル、三岐鉄道北勢線、あすなろう鉄道、末広橋架、志摩スペイン村、三重県立美術館、
四天王寺、伊勢シ－パラダイス、志摩グリーンアドベンチャー、答志島、夫婦岩、河内
渓谷、北畠氏館跡庭園、河芸町円光寺、水沢もみじ谷、四日市ふれあい牧場、四日市ス
ポーツランド、椿大神社、伊勢志摩スカイライン、びん玉ロード、旧穂原小学、広泰寺、
亀山公園、亀山城跡、亀山神社、宗英寺、カメヤマローソクタウン、佐々木信綱記念館、
グルスパ、鈴の森公園、松阪もめん手織りセンター、松阪農業公園ベルファーム、はに
わ館、楠歴史民俗資料館、おふろcafé湯守座、たかおかふぁーむ、フレスポ鈴鹿生き物
探検隊、考古博物館、酔月陶苑、川越電子館テラ46、伊勢忍者キングダム、神宮徴古館、
フィッシングサンクチュアリ、桐林館喫茶室、ばんこの里会館、茶室泗翠庵、イルカ島、
真珠島、ストーンハンター伊勢志摩、日和山展望台、賀多神社、ミジュマル公園in鳥羽、
江戸川乱歩館、SNOW RING、鈴鹿:鈴鹿の森庭園、彌都加伎神社、菅原神社
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③デジタル観光マップを制作

ありきたりな情報発信は×
外国人観光客が少ない

学生ブランドを生かしたい

大学生が１から作った完全オリジナルの
デジタル観光マップ “miep”の作成
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miepについて

“三重がみえるマップ”が名前の由来。
訪れた観光地をもとに、学生自らの手で作成した
オリジナルデジタル観光マップ

自分たちで観光プランを立て、
実際に足を運び魅力発信した経験を活かす
➡この観光マップを閲覧した人が、三重県の観光に興味を持ち、
最適な観光プランを立てることができることを目指した

メインの観光マップのページとサイト紹介用ページ
(右は実際のスマホ版サイト紹介用ページ)で構成。
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みえっぷの特徴

① かわいいデザイン

• 観光に役立つ情報が目立つマップ
• 紙媒体の観光パンフレットのようなデザイン
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②検索、絞り込み機能

• 紹介文、”こんな人におすすめ!”、にヒットする検索機能
• それぞれの観光地に付けられたタグから絞り込むことが

できるタグ絞り込み機能
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③多言語対応

• すべてのテキストが多言語対応

英語 韓国語
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今年度の活動の成果、意識したこと

目標①地域の方との交流について
・大学生が積極的に質問をし、お話を伺うことで活気付け
・観光に対する率直な意見を獲得
・私たちファンタジスタクラブのことを知ってもらえると同時に、
私たちもその地域の魅力をさらに知れた

目標②SNSでの情報発信について
・編集アプリを使用し、フォーマットを決めて見やすさ・統一感を重視
・若者が興味を引くようなデザイン

目標③デジタル観光マップの作成について
・完全オリジナルで機能性とデザインを両立させたマップの作成。使いやすさ重視
・他言語も使って外国人向けに発信
・大学生の視点で詳細文や魅力を分かりやすく記載
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課題
①観光マップ

知名度が低い

有効活用できていない

④発信戦略

季節に合った活動場所

地域の方の意見を生かし
切れていない

③企画力

大学生ならではの企画×

コスト、時間

体力系

②SNSの利用

インスタグラムだけ

画像のみ
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展望

観光マップ

• 観光三重様とコ

ラボ

• SNSや掲示板で

発信

• 地域の方の情報

を反映

SNS

• 動画でより魅力

を

• 季節に合わせた

発信

• 地域の方のコメ

ントも

企画力

• 季節の行事につ

いて情報収集

• 学生ならではの

企画

• スポットを絞る

（温泉、神社、

鉄道）
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ご清聴ありがとうございました
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